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保険者名 日 南 町  

 



１．事業運営方針 

本町における医療費等の推移を正確に把握しながら、健康教室や広報活動を通じて被保険

者の医療保険制度に対する認識を促すと共に、国保の重要な自主財源である保険税の収納率

向上に一層努力する。 

また、関係機関や団体との連携を密にした保健事業や、レセプト点検の励行など、医療費

の抑制と財源効果を高めるための関係事業を計画的に推進する。 

 

２．重点対策事項 

(1)  適用適正化の推進に努める。 

(2) 保健・医療・福祉の連携を密にし、住民の健康増進保健活動を推進する。 

(3) 収納率の確保・向上に努める。 

(4)  レセプト点検体制の充実・強化を図り、給付の適正化に努める。 

(5)  ケーブルテレビ等活用し、積極的な広報活動を推進する。 

 

３．運営協議会 

 

             国保運営協議会委員数 ９名 

 

  
開催予定月

 

 

主 な 審 議 事 項
 

 

 

６月 

 

 １．令和元年度日南町国民健康保険税の税率について 

 ２．その他 

 

 

２月
 

 

 １．令和2年度日南町国民健康保険特別会計予算及び事業について 

 ２．令和2年度日南町病院事業会計予算について 

 ３．令和2年度健康福祉センター保健事業の概要について 

 ４．その他 

 

 

４．財政運営対策事項 

 

(1) 被保険者の年齢構成、医療費の実態と推移を逐次把握することに努め、被保険者が健

康に対して認識を深めるよう健康教育に力を入れ、医療費の抑制に努める。 

(2) 保険税の収納率確保に努め、予算の健全執行を図り国保事務処理の適正化に取り組む。 

(3) 高額薬剤の使用や高度医療を受ける被保険者の動向に注視し、安定した運営のできる

基盤確保に努める。 

 



５．保険税の対策事項 

 

(1) 収納率向上対策に取り組み、被保険者に納税に対する理解を深めてもらうための広報

の推進に努める。 

(2) 滞納者の実態を正確に把握すると共に、納税相談・休日、時間外早朝夜間を問わず戸

別徴収をするなど滞納者ひとりひとりに応じた徴収方法を講じ、収納率の向上に努める。 

(3) 滞納整理機構や、県税事務所との連携により、納税交渉や差押えの効率的な実施を図

る。  

 

６．広報活動事項 

 

(1) ケーブルテレビを積極的に活用する。（保健事業、健診受診勧奨等） 

(2) 小学校の運動会等、広報活動を積極的に行う。（特定健診等）  

(3) 協会けんぽとの連携により、幅広い対象に対しての広報に努め、年齢・保険制度の垣

根を越えた町民全体の健康意識の向上を図る。  

 

 

７．保健事業活動事項 

 

(1) 健康の維持増進を図るため、各種事業の開催。 

(2)  各種検診の受診率の向上を図り、健康への意識向上を浸透させる。 

(3)  体操教室、栄養教室を行い、生活習慣病予防、食生活を見直す機会づくりに努め、糖尿

病予防や糖尿病性腎症の重症化予防を図る。 

(4)  電算による国保事務の充実と簡素化に努める。 

(5)  医療費通知を年 6 回（対象月は 12 ヶ月）実施する。 

(6) エイズ予防対策として、国保世帯、中学生へパンフレットを配布し、正しい認識の啓

発に努める。 

(7) 地域の保健活動の底上げを推進する。 

(8) ジェネリック医薬品差額通知を年 2 回実施する。  

 

 

８．適用適正化対策事業 

 

(1）  実態を正確に把握し、未適用・重複適用防止に努める。 

(2)  各種電算出力リストに基づく適正化の強化を図る。 

  (3)  退職者医療制度の適用適正化を図る。 

 



９. 医療費適正化対策事項 

 

(1）  保険給付の適正を期するため、レセプト点検の充実強化を図る。 

(2)  第三者行為求償事務の充実強化に努める。 

(3)  各種届出の周知を図る。 

 

 

１０. 月別事業計画表 

 

別  紙 

 

 


